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研究開発の内容

•目的

有害物質や各種分子を分子レベルでモニタリングする仕組みを

構築し、安心・安全に暮らせる社会基盤を提供すること

•方法

分子を吸着・捕獲して高感度にかつ、分子を特定するための構

造体の創製と検出法の確立



研究開発の成果
マイクロ化学チップに高次ナノ構造体を形成し、高感度分
子センシングを実現するデバイスの創製を実施
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研究開発の成果

(a)
粒子間相互作用と周囲環境制御によって
構造体の任意場所への固定化に成功

巨大光応答＆分子捕獲を実現



今後の研究開発成果の展開及び
波及効果創出への取り組み

ICT技術との融合によるマイクロ化学システムでの分子センシング実施例
今後の展開：[1] システムの実社会への適用

[2] 小型化によるユビキタス・分子センシング・ネットワークの構築


